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 １．研究目的 

  障害者リハビリテーションの一環として始まった障害者スポーツはリハビリテーションとしての効果をあげ

る一方、障害者の社会参加として捉えられるようになり、より競技性が強くなっている。そして、各種大会も開

かれているが、障害者が積極的にスポーツに参加するには、茨城県においても機会や種目、クラブ数、競技レベ

ルにおいても不十分な状態である。この研究は茨城県における障害者スポーツの発展・普及に寄与することを目

的に、茨城県内において障害者の障害程度、年齢、地域にあった障害者スポーツの普及、および、茨城県におけ

る障害者スポーツの競技力の向上を目的にしたものである。 
 ２．研究方法 

この研究は３カ年計画であり、昨年度の平成１７年度には、①中核となる組織である茨城県障害者スポーツ研
究会の立ち上げ。そのため、茨城県内で障害者スポーツを研究、教育のテーマの一つとして取り組んでいる人１
０名で発起人会を作り、茨城県内で障害者と関わりを持つ、医師、看護師、理学療法士、作業療法士、養護学校
教員、障害者スポーツ指導員、広域スポーツクラブ、などに広く声を掛けて会員を募った。②茨城県における障
害者スポーツの種目別実施状況を全国の競技団体にアンケート調査を行い、茨城県内で障害者スポーツを行うた
めの方法を調査した。 

平成１８年度（今年度）には①実際の茨城県における障害者スポーツの活動状況調査し、茨城県障害者スポー
ツのホームページ立ち上げる。②県内のリハビリテーション病院に働きかけて、障害者スポーツへ参加の働きか
けを行う。③第二回の茨城県障害者スポーツ研究会を実施し、情報交換をおこなった。 

平成１９年度には、①各競技別種目のスポーツ活動支援、②各障害者スポーツ実践者の運動能力・体力測定、
各競技別スポーツ技術向上のための支援などを予定している。 

 ３．研究結果 

県内で行われている障害者スポーツは、サッカー（知的、身障）と（視覚）の2種、卓球も（視覚、聴覚）と
（身障）の2種、水泳は（障害児）２種と（身障）1種、テニスが（視覚）と（身障）2種、車椅子バスケが（身
障）1種、アーチェリーと陸上が（身障）の各１種、柔道（視覚）の１種であった。 

昨年立ち上げた第一回茨城県障害者スポーツ研究会を発展した第二回茨城県障害者スポーツ研究会を茨城県
の後援を得て開催した。今回はアジアパラリンピック委員会医学委員長陶山哲夫教授の講演を「障害者スポーツ
とパラリンピック参加条件」の演題で行った。昼には各障害者スポーツの情報交換会を行った。研究会には５８
名の参加を得た。その他、６月２４日には医療体育研究会と合同で、養護学校、老健、特老の職員を対象とした
障害者スポーツセミナーを開催した。また、医療大学内に学生を中心とした車椅子バスケットボール部を創設し、
県南地区の障害者、リハビリテーション中の患者さんとも合同で練習を行った。養護学校、小学校などにも出向
き、車椅子バスケットボールのデモンストレーションを行った。なお、医療大学車椅子バスケットボール部は第
５回の全国車椅子バスケットボール大学選手権大会で準優勝した。 

 ４．考察（結論） 

障害者がスポーツを行いたい欲求があり、障害者スポーツに関心があって積極的にサポートしていきたい人が多くおり、
また障害者スポーツ指導員の有資格者もたくさんいる中で、障害者スポーツが茨城県において低調なのは、それらを結
びつける組織と情報、障害者スポーツを行える施設の確保が大きな問題であることが分かった。茨城県内の障害者スポ
ーツ調査結果のホームページは現在作成中である。 
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